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研究成果の概要： 
 本研究は，人間の情報処理に対する科学的探究心の育成を重視した問題解決志向のコミュニ

ケーション学習プログラムの開発を目指し，次の３つの成果を上げた。(1)一般社会人として必

要なコミュニケーション能力を構成する知識，スキルを体系化した。(2)ミスコミュニケーショ

ン・データベースを試作した。(3)コミュニケーションがうまくいったり失敗したりするのはな

ぜなのかを科学的に探究する学習プログラムを開発した。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 900,000 0 900,000 

２００７年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

２００８年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 780,000 4,280,000 

 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学 / 教育工学 
キーワード：コミュニケーション / ミスコミュニケーション / 人間の情報処理 / 科学的探究 
/ 学習プログラム 
 
１．研究開始当初の背景 
 ネットワーク社会を生きる私たちに強く
要求される能力の１つは，メディア活用力や
情報活用力も含めたコミュニケーション能
力である。しかし，コミュニケーション教育
が重視されているにもかかわらず，十分機能
しているとは言い難い。これには複数の原因
が考えられるが，申請者は，特に次の３点に
着目した。 
(1) 現行のコミュニケーション教育が体系
性を欠く。 
(2) 現行のコミュニケーション教育が問題
解決志向とは言い難い。 

(3) 現行のコミュニケーション教育が科学
的探究性を欠く。 
 本研究は，こうした問題を克服し，より効
果的なコミュニケーション学習プログラム
を構築することを目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，以下の３つである。 
(1) 一般社会人として必要なコミュニケー
ション能力を構成する知識，スキルを体系化
する。 
(2) ミスコミュニケーション・データベース
を作成する。 
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(3) コミュニケーションがうまくいったり
失敗したりするのはなぜなのかを科学的に
探究する学習プログラムを開発する。 
 
３．研究の方法 
１．コミュニケーションの知識・スキルの体
系化 
 国語やその他の教科で個々に学習目標と
されていた知識・スキルに加え，より広い観
点からのコミュニケーションの知識・スキル
の体系を整理する。 
２．ミスコミュニケーション事例の収集 
 ミスコミュニケーションのデータベース
作成に向けて，コミュニケーション・トラブ
ル，失敗などのミスコミュニケーション事例
に関する広範囲の調査を行い，多様な事例を
収集する。 
３．コミュニケーションの科学的探究学習プ
ログラムの開発 
 学習者が日常生活において直面するコミ
ュニケーションの問題を取り上げ，また現代
的ニーズにも考慮しながら科学的探究心を
育てるコミュニケーション学習プログラム
を開発する。 
 
４．研究成果 

３年間の研究成果は，以下の通りである。 
１．コミュニケーションの知識・スキルの体
系化 
 従来は複数の教科で個々に学習目標とさ
れていた，コミュニケーションに関する知
識・スキルに加え，より広い観点からのコミ
ュニケーションの知識・スキルの体系整理を
行った。たとえば，コミュニケーションに直
接関連する人間の情報処理についての基礎
知識も，中高生以上の学習者に理解可能な範
囲で取り入れ，また，諸外国のカリキュラム
や教科書，参考書，国内外の関連文献も参考
にして，体系化を行った。 
２．ミスコミュニケーション事例の整理 
 ミスコミュニケーションの解消や予防に
役立つミスコミュニケーション事例のデー
タベース作成に向けて，コミュニケーショ
ン・トラブル，コミュニケーションの失敗な
どのミスコミュニケーション事例に関する
データを分類・整理した。これらの資料を用
いて，ミスコミュニケーション事例のデータ
ベースを試作した。 
３．コミュニケーションの科学的探究学習プ
ログラムの開発 
 コミュニケーションについての科学的探
究学習プログラムを設計し，授業開発を行っ
た。たとえば，次のような問題を取り上げて
授業開発を行い，その成果を学会で発表した
り（特に学会発表②，③）論文として公刊し
ている（特に論文①，②，④，⑤，⑦）。 
●「発言を誤解されてしまうのはなぜか？」 

 学習者が実際に体験した誤解事例を中心
に， Learning by Teaching 法（ここでは，
下級生を対象とした教材作成）や「失敗事例
分析法」（表１参照）を用いて，グループ学
習を進める。誤解事例の原因を考え，「こう
すればうまくいくはずだ」という予想を立て
ることにより，誤解の予防力や解決力を高め
る。多様なミスコミュニケーション（コミュ
ニケーションの失敗）事例をクラスで共有す
ることにより，コミュニケーションの問題に
対する解決意欲が高まり,知識・スキルの習
得が促進される。また、失敗から学ぶ態度が
育成される。 
 
表１ 失敗事例分析法の記入例（三宮（2008）

より） 

①誤解を生ん

だ言葉 

「また今度ね」 「一人前 500

円でできます

か？」 

②状況や前後

の文脈 

友人から遊び

に行こうと誘

われたとき 

部活のメンバ

ーのお弁当を

まとめて注文

しようとした

とき 

③送り手の意

図した意味 

「次回は行き

たいので，また

誘ってね」 

「消費税込み

で，一人前 500

円でできます

か？」 

④受け手の解

釈 

「もう誘わな

いで」 

「消費税抜き

で，一人前 500

円でできます

か？」 

⑤誤解が招い

た結果 

友人は気を悪

くした（受け手

のネガティブ

感情） 

部活のメンバ

ーから，追加徴

収しなければ

ならなくなっ

た（送り手の不

都合） 

⑥誤解の原因 「また今度ね」

の背景にある

気持ちが伝わ

らなかった 

「消費税込み

で」を省略した

のが伝わらな

かった 

⑦今後の対策 「今回は行け

ないけど，次回

は行きたいの

で，また誘って

ね」などと，明

確な意思表示

をする 

「消費税込み

で」を省略せず

にはっきり言

う 

 



●「意見をうまく伝えられないのはなぜ
か？」 
 自分の意見を明確にし，他者に説得力のあ
る形で伝えるために，わかりやすさ，根拠や
裏づけを示していること，独りよがりでなく
他者の視点を考慮していることなどに留意
して意見を組み立てる練習を行う。「課題を
読み意見文を作成する→グループ討論を行
う→討論の結果をもとに各自の意見をふり
返る」という一連の活動をユニットとして，
課題を変えて反復する。この授業の大きな特
徴は，単なる作文練習にとどまらず，同じテ
ーマについて異なる考え方を持つ他者と徹
底的に意見交換をさせることである。意見文
を書くという活動は，討論のための準備とし
て，また，討論の結果のまとめとして位置づ
けている。初めは，互いに各自の主張のみを
繰り返しているだけという討論も見られる
が，次第に「なぜ自分がそのように考えるの
か」の説明を工夫し，また，「相手がなぜそ
う考えるのか」を理解しようとする働きかけ
が生じるようになる。そして，相手の視点に
立って自分の考えを問い直す，他の考え方を
模索するといった行動が現れるようになる。
こうしたメタ認知的活動の増加とともに，意
見文自体の質も向上する。 
 高校生を対象とした筆者の実践事例にお
いては，授業の前後に実施した作文課題のプ
レテストとポストテストの間で図１のよう
な変化が認められた。 
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注１）対象は 21 名の高校３年生女子 

注２）裏づけ，想定反論，再反論はプレテスト時には０％ 

 
図１ 学習者の意見文に含まれる構成要素

の授業前後の比較（Sannomiya et al. 
(2008)より） 

 
 ポストテスト段階の意見文においては，プ
レテスト時には見られなかった構成要素が
出現している。まだ十分とは言い難いが，明
確な変化が生じていることがわかる。 
 こうした取り組みの意義は，次の３点に集
約される。 

(1) コミュニケーション学習を問題解決志
向にする。 
 学習者の抱える（あるいはこれから出会
う）コミュニケーションの問題が，当該学習
によって解決できるという，学習の明確な位
置づけを行うことにより，学習への動機づけ
を高める。 
(2) コミュニケーション学習において，人間
の情報処理への科学的探究心を育てる。 
ある情報を送ったとき，受け手にはどのよ

うに伝わるのかといった探究を学習の基礎
に置くため，言語情報や非言語情報を人間が
どのように処理し理解や判断に至るのかを
考えさせ，原因をたどり結果を予想するとい
った科学的探究心を育てることができる。 
(3) 自らのコミュニケーション活動に対す
るメタ認知を促す。 
自らのコミュニケーションの問題点や失

敗の傾向を分析する作業を通して，自身のコ
ミュニケーション活動へのメタ認知が促進
され，客観的な自己認知とそれに基づくコミ
ュニケーションの改善が可能となる。 
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